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第８回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３０年１１月２日（金）１日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

日  程 

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 議案審議 

議案第１３号 青梅市文化交流センター条例施行規則について【追加議案】 

６ 教育長閉議および閉会宣言 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告事項（再掲） 

１ 議会報告（教育部）

２ 校務支援システム契約業者の決定について（指導室）

３ 青梅市文化交流センター内カフェ事業者選定委員会設置要綱の制定について（社会教育

課）

４ 諸報告

（１）委員会等会議録

  ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課）

（２）事業等の実施予定について

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課）

（３）事業等の実施結果について

ア 長期欠席児童・生徒の状況（８、９月）について（教育指導担当）

イ サタデークラスの実施状況（９月）について（教育指導担当）

ウ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

  協議事項（再掲）

１ いじめによる重大事態の判断について（教育指導担当）

２ 平成３０年度（第３６回）青梅市芸術文化奨励賞の交付について（社会教育課）

３ 青梅市文化交流センター条例施行規則の制定について（社会教育課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄
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出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   大 野 容 義

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 )   岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂     

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡 部 亀四郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満     

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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午後１時３０分開会

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の定例会には、教育長および委員４名が出席しておりますので本会議

は成立いたしました。

これより、平成３０年度第８回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

 本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 初めに、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録の署名委員には、手塚委員を指名いたします。

【委員（手塚）】 はい、わかりました。

【教育長（岡田）】 次に、平成３０年８月１７日開催の第６回定例会の会議録につきましては、

前回の定例会でお配りし、ご覧いただいておりますので、よろしければこの場でご承認をいた

だきたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 ご異議がないようでございますので、第６回定例会の会議録につきまして

は、ご承認いただいたということにさせていただきます。

次に、第７回定例会の会議録が机上に配付されております。次回までにご覧いただきまして、

次回の定例会でご承認をいただきたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。

まず初めに、委員の皆様から報告を頂戴したいと思いますが、どなたかございますか。

【委員（大野）】 学校訪問ということで行っているわけですけれども、全体的に小・中学校と

も児童・生徒が落ち着いてよく勉強しているという雰囲気を感じております。

一つやはり課題と思うのが、よく学校訪問のときに私たちも意見を言うんですけれども、授

業改善をもっともっと進めてほしいなと。特に子どもたちが主体性を発揮できるような授業を

また工夫してもらえたらありがたいかなというふうに感じます。

また、教育機器ですけれども、吹上中学校などに行きますとだいぶ揃ってきまして、先生た

ちが活用していますけれども、同じ学校なのにどうしてあれだけの数がないのと感じるくらい、

オーバーヘッドカメラとか、液晶プロジェクターがなくて困っている学校もあるんですね。た

ぶん学校の校長先生の経営戦略で何にお金を使うかで違うんでしょうけれども。いずれにしま

しても、そういう教育機器をよく整備して、先生たちも活用できるような方向に、教育委員会

としてもこれからさらに力を入れていく必要があるなというふうに感じました。

授業改善につきましては、また指導室を中心に、学校に色々指導・助言していただければと
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思います。

以上です。

【委員（手塚）】 もう先月になるんですが、市町村教育委員会の管外視察でＴＯＫＹＯ    

ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹに行かせていただいて、東京もこういうことを始めたのかとい

うところと、先日の学校訪問で早速２年生を１２月に送り込むという学校もあるということで。

英語って、どうしても使わなきゃいけない状況に追い込まれるということと、片言でも通じた

喜びというのがモチベーションになるというのがあるので、子どもたちに経験してほしいなと

いうことと、やはりどうしても距離があるということ。都内の西側の教育委員会で行っていま

すので、皆さんからそういう意見が出ました。そうしたら、派遣というか、あちらのスタッフ

がそれぞれの市町村に来て、例えば１泊２日とか２泊３日でそういった英語村の状態を、とい

うことも今考えの中にあるというお話があったので、青梅というのはそこで使っていただくの

にいい場所がいっぱいあるところだと思いますので、もしよかったらそういう話を進めていた

だけると、またこちらの子どもたちにそういう機会がいっぱい与えられるということで、いい

んじゃないかなと思いました。 

秋になって、運動会の次は各学校で学習発表会が始まっています。第七小学校、第六中学校

さんの音楽会だったり、第七中学校の学習発表会などに行かせていただいているんですが、  

１７日の土曜日なども色々な学校からご案内が来ていて、どう回ろうか、どこに行こうか今悩

んでいるような状況です。保護者の皆さんに日頃の成果を見せていただくよい機会で、今授業

の時間が増える中、そういった行事的なものはとても時間のやりくりが大変なんだということ

を色々な先生方から耳にしますが、子どもたちにとっては発表の場というのはやっぱり大切な

ものだという思いもあって、ぜひ続けていただければなと思っています。 

以上です。 

【委員（稲葉）】 １１月は児童虐待防止推進週間なので、やはりここで虐待とかいじめとか、

そういうものを防止するためにどうすればいいかなというのを、ずっと前にも提案したんです。

道徳教育の中でいじめはだめだ、暴力はだめだというところを学んだとしても、具体的にどう

すればいいかというプログラム立てにはなってないので、自分の心と体と、自分の身を守るに

はどうしたらいいのかを具体的に学べるプログラムの導入が必要かなと思っています。

友田小学校は、去年からＣＡＰの導入をしています。ＣＡＰのプログラムは２５年もの実績

のあるプログラムなんですけど、やはり実施するのに経費がかかります。先生方はプログラム

の中身の良さはわかっていらっしゃるし、どう効果的であるかというのも理解してくださって

いるんですけど、経費面ですべての学年に渡すというのはなかなかしにくいと。友田小学校は

小規模の小学校だったので、校長先生と副校長先生が知恵を絞って、助成金で全学年に行き渡

るようにしてくださっています。このプログラムを子どもたちだけではなくて、地域の自治会

長さんとか保育園の先生とか保護者とか、保護者だけではなくて地域で子どもたちを見守って

くださる民生委員さんたちが寄って集まる大人のワークショップも一緒にやるので、地域と子
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どもが同じ目線でいじめや虐待ということを見て、そしてお互いに見守り、そして自分も守る

という感じで、被害者も加害者もそして傍観者もつくらないプログラム立てになっています。

ネックは予算であるならば、全校に回すというのが大変ならば、川崎市のようにある程度予算

組みをして、その中で手を挙げていただいて、たくさん手を挙げていただいたら抽選なりして、

とにかくそういう具体的なプログラムを子どもたちに示し、そして子どもたちと、教えるんじ

ゃなくて一緒に学ぶ、子どもたちが一緒に考え出すというプログラムになっているので、とて

も効果は上がっているかなと思います。今年度、もう予算は決まっていると思うんですけど、

来年度に向けてぜひぜひ教育委員会の予算として幾ばくか上げていただいて、その辺の運用は

立候補なり抽選なりで各学校が取り上げていただければ、より道徳教育プラス実践した、生き

た学びを子どもたちに伝えることができるかなと思っています。

もう一つは、夕やけランドの指導員さん、コーディネーターさんとお話しする機会がありま

した。夕やけランドは年々充実していて、内容もとてもよくて、ボランティアさんも集まって

きてくださっているんですけれど、ボランティアなのでこの方たち無償です。無償で来てくだ

さっているんですけれども、やっぱりコーディネーターさんとしては、指導員さんとしては、

何かお礼の気持ちをしたいと。例えば、本当に炎天下の中を来てくれて、汗だくだくで子ども

と遊んでくださったときに、お茶の一つも出したいねという気持ちがある。そのお茶の一つの

予算がない。だからほとんどがコーディネーターさんと支援員さんのポケットマネーでボラン

ティアさんにお茶の一つ、あるいはありがとうございましたのお菓子の一つを準備していると

いうことなんです。ここに、人件費のほかに夕やけランドの経費として使える、例えばそれだ

けじゃなくてちょっとした工作の材料とかそういうものが買えるような経費として予算立てで

きているのかどうかというところを、コーディネーターさんの話を聞いて疑問に思いましたの

で、わかるようでしたら教えていただければ嬉しいなと思いました。

それから３点目、学校訪問を色々させていただきました。私、４０年ほど前に青梅に来たと

きに、何とまあ綺麗な校舎だろうって、どの校舎も。建てたばっかりだったと思うんですよ。

今回ぐるっと回りまして、校舎の老朽化がどの学校も同じ時期に建てられたと思うので目立っ

て、ＰＴＡさんたちがペンキ塗りを協力したりして、地域で学校を盛り上げていこうという気

持ちというか、ＰＴＡさんの姿勢を聞いて、とても嬉しいなと思いました。この間も、先生が

地域のことで講演してくださったときに、学校がもとになって地域が育つよ、地域は学校がな

いとなかなか育ちにくいんだよというお話から、その地域と学校が協力し合って子どもたちを

育てるという姿勢がある地域の学校と、そうではない学校との違いというのが、少しずつ見え

てきています。やはり協力し合えるＰＴＡの育て方というのも、先生方も積極的にその中に入

っていくと、ちょっとは変わってくるのかなと思うので、もっと親密に仲良しに、子どもたち

のために話し合って色々なことをしていただければいいかなと思いました。

以上です。

【社会教育課長（塚本）】 夕やけランドは、現在消耗品などはかなり細かく直接執行で事務局
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で対応できているんですけれど、口に入るものというのは水でも食料費という形で予算計上す

るような形になっています。現在、食料費としての計上は全くない状態です。東京都の補助金

をもらっているので、それが対象になるかどうか確認してみます。

【教育長（岡田）】 そういう実態を把握して、対応できることがあればまた…。

【委員（榎本）】 私も学校訪問のことがすごく心に残っているんですが、子どもたちの姿を見

ていると、こちらの方が力づけられるような感じがして、本当に貴重な体験をさせていただい

ていると思っております。どこの学校に行っても、地域との結びつきはあるんですが、やはり

地域の方も高齢化や人口の減少などで行事への影響があって、学校の行事にも影響が出ている

ということを感じました。対症療法的に色々効率化をしていかなくてはいけないとは思うんで

すが、なかなかそういうものも見つからないという感じがいたしました。

授業を見ていて私も考えたんですけど、できたら授業参観時に地域の人にも見られるような

機会があれば、色々意見も出るのかなと思いました。安全面からいって誰でもというわけにも

いきませんが、例えばこの前お話しした「子ども１１０番の家」の人とか、なかなか把握され

ていないところもありますので、そういう人を招待すれば、子どもたちも顔が見えるし、いい

のかなというふうに勝手に考えました。

もう一つ、インフルエンザの話題ですけど、ぽつぽつ出始めています。このたび、タミフル

がまた１０代の子どもにも使えるようになりまして、異常行動との因果関係が見つからなかっ

たということで使えるようになったようです。タミフルに関してはジェネリックも出たんです

けれど、まだしばらくは供給の面が追いつかないのではないかとは思います。あと、１回で終

わってしまう飲み薬が発売されまして、今まで吸入のお薬はあったんですけど、ただ吸入でよ

く効くお薬ですぐに熱が下がってしまうんですが、そうするとそこの時点でもう学校に行かせ

てしまって蔓延してしまうということもございますので、その辺のことは周知徹底していただ

いた方がいいのかなと思いました。どうしてもシングルのご家庭とかで、家庭にお子さんがい

られると困ってしまうという方もいらっしゃるので、できたらそういうときに預けられるよう

な施設があればいいかなと思います。

以上です。

【教育長（岡田）】 ＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹですけれども、ちょうど９月

にオープンして、今年だけで５万人と言っていました。昨日の吹上中学校の２年生が１２月に

都内見学の際に半日受けるというのを聞いて、コストはかかるけれども、体験していただける

とありがたいなと思いました。 

ただ、やはりかなり遠方の施設ということで、市内の各学校が行くのは厳しいかなというの

がありますけれども。この間の話の中でも、プログラムの中に、宿泊してキャンプファイヤー

などというのがありましたので、逆にそういう場としては特に西多摩には、青梅であれば御岳

山、五日市ならしろやまテラス、あるいは奥多摩なら古里中学校の跡地とかあるので、西多摩

の方に夏限定でも出張でも出前でもという形で、そういうプログラムを来年度以降つくってい
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ただければ、西多摩の子どもたちも参加しやすいんじゃないかなと。今度、西多摩の教育長と

会ったときには協議して、西多摩教育長でＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹの事務

局にお願いにいくようなこともしてもいいかなと考えています。 

それから先日、市内の４つの中学校の吹奏楽部の方々がまいりまして、全国大会に出場する

という報告を受けました。これは全国の吹奏楽コンクールということで、予選はすべて音源を

ＣＤで送って音源だけで審査する大会という中で、中学校の部で市内の４校、第三中学校、第

六中学校、吹上中学校、泉中学校が出場するということです。すでに第三中学校は１０月   

２８日に出場して、今週末の１１月４日（日）に泉中学校、２週飛んで１１月１８日（日）に

第六中学校と吹上中学校が出場します。それぞれの部門が、１５人以下の編成のもの、３０人

以下のもの、それ以上の大規模のものということで、分野は違うんですけれども出場するとい

うことです。全国の大会に同じ年度に４校が出場するという嬉しい報告を受けたということを、

報告しておきたいと思います。 

私も学校訪問の中では、残り２校ありますけれども、本当にどこの学校でも素晴らしい授業

をされている先生方が複数見られる中で、もう少し表情も含めて一方的な講義でなくて子ども

たちの考えを引き出すような授業の工夫をしていただきたいなという先生方が散見されます。

こういったものは、それぞれの学校だけじゃなくて青梅市全体の教職員のレベルアップについ

て、校長会等でも相談しながら、その学校だけじゃなくて市全体で切磋琢磨できるような仕組

みをどうしたらいいか考えていきたいと思っております。 

よろしいでしょうか。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項を説明させていただきます。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１ 議会報告（教育部） 

【教育長（岡田）】 教育長報告事項１、議会報告を説明いたします。

【教育部長（渡辺）】 それでは報告資料１をご覧いただきたいと思います。平成３０年青梅

市議会定例会９月定例議会の報告でございます。

まず１ページ、９月の定例議会の会期でございますが、お示しのとおり平成３０年９月６日

から１０月３日までの２８日間。本会議につきましては９月６日、７日、１０日、２０日およ

び１０月３日の５日間の日程で行われました。

議案審議につきましては、市長提出議案が２５件、委員会提出議案が１件で、括弧内に記載

したとおり、可決および認定等がされております。陳情につきましては２件あり、趣旨採択が

１件、不採択１件としております。また郵送陳情が１件あり参考配付、要望書につきましては

こちらも１件で参考配付としております。

次に、一般質問について報告させていただきます。一般質問は、９月６日、７日および１０

日の３日間行われました。
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教育委員会関係につきましては１０人の議員から質問があり、教育長からそれぞれ答弁をい

たしました。

初めに、結城議員でございますが、「青梅市の防災対策について」と題し、３回６項目の質

問があり、１ページ中段から３ページ中段に記載のとおり答弁をしてございます。

次に、天沼議員からは、「感染症予防対策を問う～ノロウイルス感染症について～」と題し、

１回１項目の質問があり、３ページ下段から４ページ中段に記載のとおり答弁をしてございま

す。

次に、湖城議員から、「市内ブロック塀等の撤去および改修について」と題し、１回２項目

の質問があり、４ページ中段から５ページ中段に記載のとおり答弁をしてございます。

また、同じく湖城議員からは、「市内の小中学生の性教育について」と題し、３回５項目の

質問があり、５ページ中段から６ページの下段に記載のとおり答弁をしてございます。

また、同じく湖城議員から、「化学物質過敏症について」と題し、１回１項目の質問があり、

７ページ上段から７ページ下段に記載のとおり答弁をしてございます。

続きまして、島﨑議員から、「学校給食の現状と課題への対応策について」と題し、４回   

１６項目の質問があり、７ページ下段から１４ページ中段までに記載のとおり答弁をしてござ

います。

続きまして、山田議員から、「公共施設等のブロック塀の安全対策について」と題し、１回

２項目の質問があり、１４ページ中段から１５ページ中段に記載のとおり答弁をしてございま

す。

続きまして、ひだ議員から、「いじめ問題への教育委員会の姿勢を問う」と題し、４回１０

項目の質問があり、１５ページ中段から１７ページ下段に記載のとおり答弁をしてございます。

続きまして、片谷議員から、「学校給食の残菜やアレルギー対応等について」と題し、３回

５項目の質問があり、１７ページ下段から１９ページ中段に記載のとおり答弁をしてございま

す。

続きまして、藤野議員から、「熱中症対策について～学校へのエアコン設置など～」と題し、

２回２項目の質問があり、１９ページ中段から２０ページ下段に記載のとおり答弁をしてござ

います。

次に、田中議員から、「介護を担う子どもたち『ヤングケアラー』への支援を」と題し、２

回５項目の質問があり、また「交通公園と美術館喫茶室の存続と発展を」と題し、２回２項目

の質問があり、２０ページ下段から２３ページ上段に記載のとおり答弁をしてございます。

続きまして、鴻井議員から、「図書館行政について～指定管理者制度等～」と題し、３回３

項目の質問があり、２３ページ上段から２５ページ下段に記載のとおり答弁をしてございます。

以上で、一般質問についてのご報告とさせていただきまして、続きまして２５ページ下段に

ございます福祉文教委員会、９月１４日および２８日に実施されたものでございますが、９月

１４日では指導室・教育指導担当関係として、「小中学校におけるいじめ防止等の対策につい
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て」と題し、３人の委員から延べ８項目の質問があり、２５ページ下段から２７ページ上段に

記載のとおり答弁をしてございます。

また、同日には社会教育関係として、「青梅市文化交流センター条例および追加報告事項に

ついて」と題し、延べ９人の委員から４５項目の質問があり、２７ページ上段から３４ページ

上段に記載のとおり答弁をしてございます。

次に、９月２８日でございますが、指導室・教育指導担当関係として、「小中学校における

いじめ防止等の対策について」と題しまして、第一中学校でのいじめの対応策等を視察をして

いただきました。その視察の中で、８人の委員から１８項目の質問があり、３４ページ上段か

ら３７ページ下段に記載のとおり答弁をしてございます。

次に、９月１８日に行われました総務企画委員会についてご報告いたします。指導室・教育

指導担当関係として、議案第３５号「物品の購入について」ということでございますが、６人

の委員から２６項目の質問があり、３７ページ下段から４１ページ中段に記載のとおり答弁を

してございます。

続きまして、４１ページの中段、９月１９日に行われました予算決算委員会（９月補正）予

算についてでございますが、鴨居委員から教育総務課関係、山内委員から給食センター関係と

して、お示しの内容の質問があり、４１ページ中段から４２ページ中段に記載のとおり答弁を

してございます。

続きまして、全員協議会および平成２９年度の決算に係る予算決算委員会の内容につきまし

て、各担当課長から報告をさせていただきます。

【教育総務課長（浜中）】 平成２９年度決算についての予算決算委員会の審議につきまして

ご報告をさせていただきます。

教育総務課関係といたしましては、大勢待委員から、小中学校トイレの改修工事に関する質

問がございました。４２ページの中段でございます。答弁の内容につきましては記載のとおり

でございます。

以上です。

【学務課長（石川）】 続きまして、学務課関係でございます。４２ページでございます。

学務課関係につきましては、藤野委員、ひだ委員のお２人の委員から質問がございました。

初めに４２ページ下段から４３ページ中段にかけまして、藤野委員から児童・生徒の健康診

断について５項目の質問がございました。答弁内容につきましては記載のとおりでございます。

次に、４３ページ中段から４４ページ中段にかけまして、ひだ委員からいじめに関する学校

での相談等につきまして６項目の質問がありました。答弁の内容につきましては記載のとおり

でございます。

学務課からは以上でございます。

【教育指導担当主幹（拝原）】 指導室・教育指導担当関係でございます。合計３名の委員か

ら合計６項目の質問がございました。
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初めに、４４ページ中段、阿部委員からは、部活動外部指導員について質問がございました。

２項目です。答弁の内容は記載のとおりです。

続きまして、田中委員から、４５ページ上段、持続可能な社会づくりに向けた教育推進校の

取組について、２項目の質問がございました。答弁の内容は記載のとおりでございます。

次に、ひだ委員から、４５ページ中段、不登校支援に関しまして２項目の質問がございまし

た。答弁の内容につきましては記載のとおりでございます。

【学校給食センター所長（渡部）】 学校給食センター関係につきましては、２人の委員から３

項目について質問をいただいております。

まず、４５ページ下段、藤野委員から、給食費の改定について１項目、答弁については記載

のとおりであります。

続いて、４６ページ、工藤委員から２項目、こちらは給食の色が同一の色であるというよう

な質問をいただいております。答弁については記載のとおりであります。

以上です。

【社会教育課長（塚本）】 続きまして、４６ページから４８ページまで、社会教育課関係の

質問についてご報告いたします。

社会教育課に対しまして、みねざき委員以下２人から質問がありました。

４６ページ中段、みねざき委員からは、総合文化祭参加団体の減についてなど１３項目、お

めくりいただきまして４７ページ下段、田中委員からは、外国人日本語講座の受講生の減につ

いてなど３項目の質問がありました。答弁の内容につきましては、記載のとおりでございます。

以上でございます。

【文化課長（北村）】 続きまして、市議会全員協議会について報告させていただきます。本

日配付資料をご覧ください。

この全員協議会は９月１９日に開催されました。文化課関係で、青梅市公共施設等総合管理

計画の進捗状況について、田中議員から、美術館と郷土博物館の統合する場合の全体スケジュ

ールなど５項目についてご質問いただきました。答弁の内容は記載のとおりでございます。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ご

ざいますか。９月の決算議会なので質疑が盛りだくさんでしたけど、何か…。

【委員（榎本）】 給食関係のことなんですけど、牛乳の飲み残しの問題が結構、処理の方に

も時間がかかっているし、大変なことなのかと思いました。

給食の公会計化についてのデメリットのところで、私会計のように資材の調達等を弾力的に

行うことができないということはどのようなことなのかというのを知りたかったのと、牛乳に

かわる飲み物の提供というのがあるんですが、栄養面からいって牛乳って結構すごく貢献して

いるものだと思うんですけど、具体的に何か代替のものというのはどのようなものを考えてい

るのかなというのが気になったんですが、もしもわかればお願いいたします。
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【学校給食センター所長（渡部）】 まず１点目の公会計化の、弾力的な購入という部分につい

ては、公会計になれば当然契約等についても、今の市の事務と同じような形にしなければなら

ないということで、今よりも厳しい形での契約行為になると。そういう部分では、やはり何か

急に材料が足りなくなったという場合も、購入については少し今よりも煩雑になるとは考えて

おります。

もう一点、牛乳の代替なんですが、今のところこういうものがいいというものは見つかって

おりません。ほかのところでは牛乳を選択制にして、他の乳製品を選ぶというところもござい

ますが、やはり公立学校で牛乳を飲まないというところはほぼほぼない、情報があまりない状

況でございます。私立校とかそういうところについては、ほかの乳製品等を選びながらという

ところもございますが。今後はそういうところも研究しながら、いい方法を考えていきたいと

考えております。

【教育長（岡田）】 飲み残しは１学期に比べて２学期はどうですか。

【学校給食センター所長（渡部）】 一応調査した段階では、３月のときがまだ瓶包装だったと

きですね。そのときと、あとは６月に実際に紙パックにかわってから、１年生の喫食が始まっ

てから調査したところですと、やはり３月のときよりは６月はだいぶよくなっております。校

長先生や学校給食担当の先生には飲み残しについては説明を行って、なるべく喫食の方をお願

いしたいというような依頼をかけたり、給食だよりを使って保護者にも学校給食における牛乳

の大切さというのを記載したところであります。あとは、夏場の時期は暑いということもあっ

て、今年５月からだいぶ気温の方が上がったというところもあるんですが、３月に比べて６月

はだいぶ喫食は上がっています。

【教育長（岡田）】 ある中学校を見ると、寒くなると飲まなくなるというので、これからの

工夫をお願いしたいと思います。

【委員（手塚）】 沢山あるので、一つずつみたいな感じで。

４・５ページにブロック塀の件で質問に対するご回答をいただいているんですけれども、先

日吹上小学校でも通学路途中にあるのを先生方でチェックしてくださって、危険箇所をプロッ

トした地図をつくってくださっています。学校とか公共施設についてはもうすぐに調査して、

予算をとって手を入れてくださっているんですが、民間の一般の方のところというのは実際問

題なかなか強制的にということが難しかったりします。私の知り合いの方は、高かったのを足

元の高さに切ってアルミのフェンスに換えるなんていうことをされている方もいるんですが、

やっぱり今そういう工事も多くなってお値段も高くて、待ちも長いということで、すぐに対応

というのは難しいと思います。対応策で、つくばの防災科学研究所研究員の島崎さんという方

が、大阪の地震のすぐ後に、子どもさん向けにわかりやすいブロック塀の危ないところの判断

の仕方というのを、イラストと平仮名の簡単な説明でつくってくださっています。ブロック塀

だけじゃなく、屋根の瓦はここが危ない、こういうところは危ないんだよとか、シリーズで出

してくださっていて、本当に簡単にわかるんですね。例えばブロック塀だったら、道幅よりも
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高いブロック塀のところにいては危ないよとか、ひび割れているとか、自分の背より高い壁と

か、継ぎ足してあるところとか、わかりやすく書いてあるので、この辺をお子さんの見えると

ころに貼っておいてもらって、知識として入れておくだけでも…。咄嗟のときに、ブロック塀

とかに、人って行ってしまうんですね。固いもので安全だという意識があって、つい揺れてい

ると塀のところに行ってしまうという習性もある。知識としてお子さんたちに、本当に自由に

使ってくださいということで、ツイッターかなんかで最初は配布されていたものなんですが、

学校に使っていただけるような情報としてお伝えいただければなと思いました。１個目はそん

な感じです。

【学務課長（石川）】 ありがとうございます。そういった情報をこちらではまだつかんでお

りませんので、確認をさせていただいて、提供できるようなものであれば、学校の方に届けさ

せていただきたいというふうに考えております。

【委員（稲葉）】 ３ページのノロウイルス感染症についてのところなんですけど、各センタ

ーの子育てひろばとか、子ども地域センターなんかでは、ノロウイルス対策で例えば子どもた

ちが嘔吐したらノロウイルス対策用バケツというのを用意してありまして、処理する人はちゃ

んと手袋をはめて、きちっと次亜塩素酸の処理剤を置いて、バケツを持っていけばそこですぐ

に処理できるような対応策が練られています。小学校ですので、そうそう嘔吐するというのも

数少ないと思うんですけど、やはりノロに限らず子どもたちが嘔吐したときに素早い感染症対

策もそうだし、処理としてそういうバケツが一つずつクラスにあればいいなと思うんですけど、

どんなものでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 ノロウイルス対策に関しましては、全校確認できていないん

ですけど、以前に居た河辺小学校でも各教室にちゃんと今おっしゃったような対策のバケツは

用意してありまして、小学生低学年だと特に、ちょっと泣いただけで吐いたりとか、意外と吐

くこともありますので、そういった際にサッと対応できるようにアルコール入りのスプレーで

すとか、そういったものは各教室に用意しております。給食の際に万一吐いてもどしてしまっ

た場合には、その食器は配膳室に戻さないですとか、その辺は徹底しているところでございま

す。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 校務支援システム契約業者の決定について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項２、校務支援システム契約業者の決定について、

を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、校務支援システム契約業者の決定についてご説明

いたします。報告資料の２をご覧ください。

初めに、決定しました契約業者でございますが、１のＮＥＣフィールディング株式会社であ

ります。契約業者の選定につきましては、プロポーザル方式を採用しており、８者を指名した
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ところ２者から参加表明があり、８月末に開催しました本事業の選定委員会においてプレゼン

テーションを行い、学校関係者を含む委員９名による審査で、契約予定業者を決定しました。

その後、９月議会に最終決定となっております。

続いて、２の導入ソフトでございますが、文渓堂が作成しましたＴｅ‐Ｃｏｍｐ＠ｓｓ（テ

ィー・コンパス）であります。どのようなことができるのか概要をご説明いたしますので、総

合カタログの方をご覧ください。 

５ページをご覧ください。主な機能が一覧となっております。このソフトの入り口でありま

すポータル、右にグループウェア、週案、左に名簿、成績、出席簿、保健、新体力テスト、帳

票・データ出力となっております。 

続きまして、８ページと９ページをご覧ください。ポータルでは、スケジュール、出席状況

の情報がわかるようになっております。 

続きまして、１０ページをご覧ください。１０ページから１３ページにかけましては、グル

ープウェアとして、メール、掲示板、お知らせ、アンケート、スケジュール、文書回覧、学校

日誌等の機能がございます。 

続きまして、１４ページをご覧いただきますと週案、１６ページをご覧いただきますと名簿、

１８ページには成績、２０ページには出席簿、２２ページには保健機能が記載されております。

２４ページにございます新体力テストの方はオプションの機能となっております。２６ページ

から２８ページでは帳票・データ出力、そして２９ページにございますサポートに関しても含

まれております。 

このソフトウェアにつきましては、近隣では府中市が採用しておりまして、１０月２日に教

務主任会の管外研修で府中第三小学校を訪問し、効果や課題等を第三小学校の校長先生から聞

かせていただいております。 

最後に、３の導入スケジュールでございますが、平成３１年２月に納品、平成３１年４月に

稼働を考えております。 

報告資料２の裏面をご覧ください。表に書いてありました４月稼働と異なるのですが、準備

が必要な関係で、こちらの運用ロードマップでは、３月本稼働としております。先ほど見てい

ただきました機能は、一斉に実施しますと混乱のおそれがありますので、順次実施していく予

定でございます。また、ここに記載はございませんが、研修会等の開催も予定しております。

さらに、各校に対して校務支援導入委員会の設置をお願いするとともに、指導室でも校務支援

導入推進委員会を置き、代表管理職にも加わっていただき、学校に過度な負担がかからないよ

う導入を進め、働き方改革の柱としていきたいと考えております。 

説明は以上でございます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ご

ざいますか。 

【委員（手塚）】 佐藤校長先生からご報告があったときに、効果とリスクどんなものが上が
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ったのかということをお伺いしたいのと、今回使うのは７ページでいうクラウド型とハウジン

グ型、オンプレミス型のどちらになるのか教えていただけますか。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 初めに、委員の方からどのような意見があったかでございま

すが、やはり学校では得意な先生もいますが、どうしてもなかなかコンピュータを苦手な先生

もおりますので、その辺、導入が円滑に進めるように教育委員会の方にはスケジュールですと

かその辺余裕を持って進めてほしいといった意見がございました。先ほどご紹介しました府中

第三小学校の方に訪問させていただいたんですが、そちらの学校では１年以上のスパンをとっ

て導入したということなんですけれども、青梅市では今年度決定していただいて来年度から導

入ということになりますので、スケジュール的にちょっとタイトになってきますが、その辺業

者の方と連携して、業者の導入のノウハウとスケジュールを青梅市に出していただいたものを、

各学校の方にも早めに周知しながら、進めていきたいと考えております。 

また、一斉に全員にというと難しいので、先ほど申し上げたような各学校の推進委員会のよ

うなものをつくるとともに、教育委員会の中にもそういった推進委員会をつくりまして、そこ

で早めに色々情報を流しながら進めていきたいというふうに考えております。 

【教育長（岡田）】 ７ページの３つの型のどれですか。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 こちらの方は確認して、またお答えいたします。 

【委員（榎本）】 自分の仕事の話になってしまうんですけど、薬剤師だと薬歴というのをつ

けていまして、結構これが大変な作業でして、何年か前から電子アプリというのを導入したん

ですね。色々なメーカーから出たんですけど。結局、デスクトップに座って、そこに戻ってか

らやらなくちゃいけないので、結構大変だったんです、導入のときも。その後色々なメーカー

から出ていたので、大手メーカーでなく小さいメーカーで、こういうｉＰａｄでその場で患者

さんの近くでできるようなシステムとか導入したんですけど、そういうものの方がすごくやり

やすかったんです。結局、そうすると、いつでも仕事ができてしまうので、逆に仕事が増えて

しまったりとか、そういう面もありました。今回すごくいいシステムだとは思うんですが、な

かなか使ってみないとそのメリットというのはわからないし、逆に今まで紙で持っていってで

きたものが、一回デスクトップに戻ってやらないとできないという作業も出てきますので、一

概に作業の軽減化につながるのかどうかはわかりませんが、しばらく様子を見て柔軟に対応で

きるように契約の方もしていった方がいいのかなとは感じています。 

【教育長（岡田）】 今のはそういう意見ということで。ありがとうございます。 

【委員（大野）】 初歩的なことを聞くんですけど、全部の先生が今パソコンを持っています

けど、そこから使えるんでしょうか。つまり、ある限られたパソコンに限定して、そこでやる

のか。または先生たち一人ずつでやるのか。 

もう一つは、法定表簿の中で指導要録とか、それから保健のところで健康診断票というのが

ありますね。それぞれ今私が言った２つは、その写しを次の進学先へ送るんだとか、原本を送

るんだとか、そういうふうに法令で定められていたりするわけですけれども。特にそういうも
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のは、こういうところで個別なもので入れたら自動的に、例えば指導要録に出席簿を入れたら

指導要録にも反映するというような、そういうことがあれば、二度手間にならないので便利に

なるんだと思いますが、例えば今私が言った表の２種類、これなんかはこれでできるものなん

でしょうか。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 まず初めに、すべてのパソコンで操作できるのかということ

でございますが、各教員のパソコンで操作できるようになっております。ただ、様々な機能が

ございまして、例えば担当の教員ではないと開けないページですとか、そういったものも設定

できますので、セキュリティの管理もしていけるということでございます。 

指導要録ですとか保健関係のことに関してですけれども、欠席などが出席簿等、指導要録に

連動して、それが一度入力すればすべて使えるというのがメリットでございますので、その辺

はできるんですけれども、ただ例えば中学校ですと、１時間目は出席している、２時間目はち

ょっと遅れたとか、その辺が細かくなっておりますので、その辺は府中の方に聞きましても、

まだ紙できちっと記録を残しておいて、それを移すような作業もして、その辺併用もしている

ということであります。 

ただ、先ほど榎本委員さんがおっしゃったように、そうすると二重になってしまって、かえ

って手間が増えてしまうのではないかというところもございますので、その辺なるべくうまく

いけるように、府中第三小学校では担任が健康観察をして、ちょっと風邪ひいてますとか、そ

ういったことを記録したものを保健室の方で養護教諭がすべて入力をして、それが午前中の何

時までには全部パソコンに入っていて、みんなが、例えば校長先生も何時何分に誰が休んでい

るのかすぐにわかるような、そういった状況にしているという話もうかがっております。その

辺、なるべく混乱のない形で、できる限りこのシステムの有効活用をしていきたいなというふ

うに思っています。 

また指導要録に関しましては、印鑑を押して次の方に引き継ぐとか、そういったこともござ

いますので、それが電子の決済でいけるのか。文科省としては電子決済もＯＫということにな

っていると思うんですが、その辺が青梅市の管理運営規則の整備も必要になってくるのかなと

思います。その辺は府中の方で校長先生から教えていただきましたので、色々情報をいただき

ながら進めていきたいなと考えております。 

【委員（大野）】 通知表もつくれるんですね。例えば指導要録なども市町村の教育委員会設

置者が最終的な指導要録の様式を定めることになっていますよね。通知表はそれぞれの学校の

校長先生の創意でつくっていいことになっていますから。それで私聞きたいのは、そういう様

式、市ごとで違ったりとか、学校ごとで違ったりする、そういうようなものについて、例えば

通知表でいきますと、各学校で自分の学校はこういう通知表でこういう様式で出したいんだと。

ペーパーとして親に出すのに。そういうものは、このシステムはできるものなんでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 通知表に関しましては、現在各学校の様式を取り寄せており

まして、それを見ながらなるべく指定――本当は各学校で定めてよいものなんですけれども、
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この機会に統一できるところは統一してというふうに考えております。ただ、様式の枠を揃え

させてもらって、観点の内容ですとか、生活指導の記録に関しては、学校によって実態があり

ますので、その実態に応じて忘れ物の多い学校だと忘れ物を１番目に位置づけたり、挨拶が課

題の学校は挨拶を１番目にもってきたり、その内容については各学校で設定できるような形に

と考えています。

【委員（大野）】 つまり、様式はもう決まったもので、それは動かせないということなんで

すか。それとも、市で揃えるというんだったら市の単位で、このシステムで使う様式なども創

意工夫して変えられるようになっているんですかね。年度ごとに内容が変わったりもしますし。

そういうようなことでどうなんでしょうか。つまり、どこでも使える形だけではなくて、ユー

ザーが望むようなフォーマットに直せるというか、つくれるようになっているものなんでしょ

うか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 業者の方で各学校の要望に対応できるというふうには聞いて

おります。

【委員（手塚）】 大野先生がおっしゃっていたのは、たぶん自由レイアウトというので、通

信簿なんかもフォーマット（標準）はあるけれども、いじれて、しかもデータ紐づけで、先ほ

どの出欠とか評価みたいなところも、それぞれのところで入れたものがここに入るみたいな…。

だから、きっと最初つくるのが大変だと思うんですよね。それと運用し始めは、榎本委員のお

っしゃるとおり、今までよりも手間がかかる感じがして、その山を乗り越えるまでというのが

本当に…。乗り越えてしまえば楽になっていくんですけれども。先生方をフォローしていただ

くのと応援していただくのとで、最初の何カ月間かはフルサポートして差し上げてほしいなと。

私も仕事で、ずっと手で書いていた図面がＣＡＤに変わったときには、もう本当に半年ぐらい

は何倍も大変な思いをして。でも、そこを乗り越えればというところがあると思うので、そこ

はぜひ強力サポートと、業者の側からのサポート、「安心サポート」と書いてあるんですけど

も、これを目いっぱい使えるようにしてあげていただければと思います。

【教育指導担当主幹（拝原）】 各学校では、今までも大体ワープロ形式のパソコンを活用は

していたので、その入力の仕方が少し変わってきたりはするかなと思うんですが、例えば今ま

でですと通知表をつくって指導要録をつくるときに全く別の仕事としてやっていたものが、今

度は通知表に入力したものが指導要録にも反映できるような形になっておりますので。確かに

最初慣れるまでは厳しいかなと思うんですが。業者側も少なくとも各学校に行って、例えば１

学期の成績をつける段階に来てもらって研修をするとか、そのような形で各学校で研修するも

のと、市全体で得意な先生、苦手な先生、参加したい先生が自由に触られるような場を設けた

りして、そういったところで研修するとか、そういった形も考えているところでございます。

あと、教員で週ごとの執行計画、週案簿みたいなものですが、これは毎日のことになってき

ますので、さすがにいきなり導入すると難しいので、そちらは今までどおり紙のものを使って

もいいですし、もちろんこのシステムのものを活用してもいいですしということでやらせてい
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ただいております。

当面は、通知表のことですとか指導要録に関しましては、毎日使うものではないので、徐々

に慣れていっていただければというふうに考えております。

【教育長（岡田）】 私からも幾つか。

東京都には６２の市区町村があるんですけれども、すでに導入されて実際に行われている、

その辺の資料はありますか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 平成３０年１月に町田市が２６市の状況を調査したデータが

ございまして、そちらによりますと、導入済みの自治体が１２、未導入の自治体が青梅市を含

め１０、無回答が４という状況がございました。

【教育長（岡田）】 こういったものは、ロケットが衛星軌道に乗るように、最初のところに

大きなエネルギーで、一定のものが蓄積されればあとはそれを繰り返し繰り返し、それが年度

末にいちいち見なくても出てくるということですので。やはり初期のところでのサポートとい

うか、先生方のサポートとして、操作もそうだけれども、操作のサポートはするけれども実際

の入力作業はそれぞれの先生方が一から全部行って、オペレーション業務のサポートはないと

いうふうに理解していいんですかね。

【教育指導担当主幹（拝原）】 入力に関しましては、教員の方で行うということになってお

ります。

【教育長（岡田）】 基本的にはクラスだから最大でも４０人の名前、あるいは個々のデータ

を打ち込んでおけば、あとはそれがどんどんどんどんたまっていくという形ですよね。

すでに１２市の他の自治体で利用した経験のある先生方がいらっしゃるということですね。

【教育指導担当主幹（拝原）】 府中の学校を見させていただいたときにも、教員の方から質

疑が出たときに、自分が他市で経験したときに大変だったのでと言いながら、だからこの辺教

えてくださいというような質問をしていた大変心強い教員もおりましたので、そういった教員

の意見も参考にしながら進めていきたいと考えております。

【教育長（岡田）】 事務局の人、さっきの７ページのクラウド型かハウジング型かオンプレ

ミス型か、確認してもらえますか。

私も学校での具体的なことはわからないんですが、一番利用頻度が高いのは各担任の先生で、

あるいは中学校教科の先生が入れるところがあるのか、あるいは校長・副校長はどういう部分

の利用があるのか、その辺何か説明できますか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 担任はもちろんですけれども、各教科の担当が入力できるよ

うになっています。ただ、心配されていたのが、例えば国語の教員が間違えて数学のところに

入力してしまうとか、そういったことが考えられるので、国語の教員は国語の成績は入力でき

るけどほかはできないといったような設定もできるということはございました。

【委員（榎本）】 そういう変更とかを誰かがしたという記録は残るようなシステムになって

いるのでしょうか。訂正をした場合に、残るようなシステムになっているのかどうか。
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【教育指導担当主幹（拝原）】 すぐに確認というのは難しいかもわからないんですけれども、

教員のパソコンで操作したものに関しては役所の方ですべて辿ることはできるようになって

います。

先ほどの７ページのクラウド型、ハウジング型、オンプレミス型ですが、一番下のオンプレ

ミス型というものでございます。こちらの情報に関しては役所のサーバーですべて管理をする

といったシステムになっております。

【教育長（岡田）】 本庁舎の６階に情報システム課があって、情報システム課の中に市内の

全校をつなぐサーバーがあるということでいいのかな。

【教育指導担当主幹（拝原）】 そうですね、役所の中のサーバーで管理ということです。

【教育長（岡田）】 だから、各校でなくて自治体の方ということです。各学校にはなくて、

市役所の１台で全部を回すという形です。

【委員（手塚）】 では、先生方のパソコンの中にデータが残る形じゃなくて、サーバーにア

クセスしてデータを落としてくるという形でしょうか。何でこんなことを聞くかというと、セ

キュリティのこととか、パソコンだとほかの自治体で先生のノートパソコン紛失で成績データ

がなくなったというのがあって。でも、進んでいるところになると、個々のパソコンはあくま

でもそこにアクセスして作業するだけで、こっちにはないというようなスタイル。セキュリテ

ィがうるさい会社なんかはだんだんそういうふうになっていくというのを聞いたものですか

ら、どんな感じなのかなと。そのサーバーにアクセスするということであれば、逆に家に持っ

て帰ってやるというところがどうなってくるのかなというところも、ちょっとだけ気になりま

す。すみません、細かい話で。

【教育指導担当主幹（拝原）】 なかには、家でも操作できるようなシステムを導入した自治

体もございますが、本市のシステムでは家ではできないというふうになっております。

【教育長（岡田）】 個々の先生方が使用する、打ち込むパソコンには、データが蓄積される

のか、あくまでそこはキーボードであって、データは一々全部本サーバーの方に行ってしまっ

ているかどうか。後日調べてください。机上でやっていてもしようがないので、仮稼働した中

でどこかの学校に皆さんで出かけて、実際のものを見させていただきながら、操作の状況など

を視察という形で行くことでいかがでしょうか。

では、そのようにさせていただきたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 青梅市文化交流センター内カフェ事業者選定委員会設置要綱の制定について（社会教育

課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、青梅市文化交流センター内カフェ事業者選定

委員会設置要綱の制定について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市文化交流センター内カフェ事業者選定委員会設置要綱につ

いて、ご説明いたします。



19

まず、１設置についてでありますが、本委員会は青梅市文化交流センターにおいてカフェを

経営する事業者の選定を厳正かつ公正に行うためのものであります。

次に、２所掌事項については、プロポーザル方式による事業者選定の実施方法をまとめた実

施要領の設定に関すること、カフェ事業者の選定に関することであります。

３組織については、委員長を教育部長、副委員長を社会教育課長とし、委員は企画政策課、

子ども家庭支援課および商工観光課に所属する職員のうちから教育部長が指名する職員各１

人としております。

４委員長および副委員長の職務、５会議については、記載のとおりであります。

６報告については、委員長は委員会の会議で協議した結果をまとめ、青梅市長に報告すると

しております。

７庶務、８その他については記載のとおりであります。

９実施期日等については、平成３０年１０月１８日から実施し、第６項の規定にもとづく市

長への報告をした日の翌日をもって廃止することとしております。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ご

ざいますか。

委員会を設置して、市内の希望する事業者の選定をこういうふうに行いましょうということ

ですので、よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 諸報告

（１）委員会等会議録

      ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課）

（２）事業等の実施予定について

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課）

（３）事業等の実施結果について

ア 長期欠席児童・生徒の状況（８、９月）について（教育指導担当）

イ サタデークラスの実施状況（９月）について（教育指導担当）

ウ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項４、諸報告ですが、あらかじめ各委員には事前に

目を通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等ございましたらお願いいたします。

【委員（手塚）】 長期欠席児童・生徒状況調査の報告書をいただきまして、パッと見て中学

生の不登校がすごく多くなっているなというのを感じるんですが、それぞれの学校に対して何

か教育委員会の方でサポートとかいうことはされているんでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 今回、資料の方に、前回ご質問いただきましたふれあい学級

の在籍状況について、枠を設けさせていただきました。中学校では、一番右の欄をご覧いただ
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きますと、例えば第二中学校では４名、第三中学校では６名ということで、ふれあい学級には、

一番上を見ていただきますと、小中学校合計で現在２２名在籍をしている状況でございます。

ただ、この不登校の全体から見ますと、ふれあい学級に在籍している児童・生徒の数は少なめ

になっております。不登校に関しましては、まずは登校を勧めることはしているんですが、な

かなか長期化しているお子さんにはふれあい学級をお勧めしたりしている状況であります。各

学校では教員の方が、まずは担任が連絡を取るですとか、担任だけですと長期化してくると負

担になってきますので、各学年で対応、または養護教諭等が中心になることもございますが、

そういったような形で複数でサポートしていくような体制はとっております。ただ、中学生に

なってきますと、特にご家庭が落ち着かないところもございまして、そういったところですと

連絡してもなかなか電話にも出ていただけないですとか、そういったような状況もございます。

それでも、各学校には継続してかかわっていくようには指導してございます。

【委員（大野）】 この前学校訪問で新町中学校に行った折りに、校長先生から別室登校の子

どもが学んでいる部屋に案内していただきましたね。そこには、例えば大学院に行っている学

生さんがボランティアで来られたりしています。たぶん免許状を持っているということもある

でしょうけれども。そういうボランティアで別室登校を賄って、その人が来ないときは校長先

生が行って指導していると言っていましたけども。子どもも本当は教室に入りたいんだけれど

も入る勇気がないという子も結構いると思うんです。本当は来たいんだと思うんです、学校へ。

そこで、教室へは入れないけれども、ここまでなら来て１日２時間でも３時間でも勉強できる。

またそこに来ている子ども同士でふれ合うこともできる。そういう場が大切なんだろうと思う

んですよ。そうすると、完全不登校はなくなる。全員がそうとは言えないかもしれないけれど

も、ずっと減るんだと思うんですね。つまり、新町中学校のように、別室登校できるような環

境を整えてあげることが、この不登校対策の一つになると思うんですよ。

例えばふれあい学級を見てみますと、第三中学校は６名在籍して、そういう関係もあってで

しょうか、全欠席が１人というふうになっていますよね。第二中学校も４人来ているというこ

とで。もしふれあい学級がなかったら、全欠席が９人になっている可能性もあるんじゃないで

しょうか。霞台中学校などは近いからいいんだけども、例えば新町中学校とか泉中学校など遠

いところもあって、すべてふれあい学級に行きやすいわけではないので。それぞれの学校に特

別支援を必要とする子どもには特別支援教室を、東京都で設置し始めています。だけど、あの

特別支援教室というのは、発達障害のある子どもしか入れないんです。発達障害はないけれど

も、友達関係とかもしくはご家庭のことでエネルギーが出てこない子とか、色々な理由で学校

に来て困難を生じてなかなか教室に入り切れないという子には、そういう特別支援教室みたい

な発想で、名称は何ていうかよくわからないけれども、もう一つ別室指導するような、そうい

う体制を整えるというのはいいんじゃないかと思うんです。

自分も、前に校長をしているときにも２校で、それぞれそういう教室を設けましたら、若干

非行型で不登校になっているような子もいたけれども、そういう子たちも含めて、別室に来て
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そこで勉強していくんですよ。そういうようなこともいいんじゃないだろうか。

ちなみに、その初めの学校は昭島市だったけれども、昭島市では予算を立ててもらって、私

の学校だけ年間で１００万かいただいて、それは有償で免許状を持っている方に来ていただい

てやっていたんです。いずれにしても、新町中学校のようにボランティアだけに頼った別室登

校ではなくて、指導員をそういうところに配置するような、そういう別室をまた青梅市として

も考えていく必要があるんじゃないだろうか。

これから予算を積算しても来年度分はもう終わっちゃうのかよくわからないけれども、そう

いうことも視野に入れて検討していただいたらいいんじゃないかなと、私は思います。

【教育長（岡田）】 今のでちょっと教えていただければと思うんですが、その昭島の事例の

場合、その先生は中学校ですからある特定の教科の免状しかないと思うんですけれども、自習

をさせて見守って助言するようなシステムなんでしょうか。

【委員（大野）】 そのときは、実際に教えたりしました。本人が勉強したいというものを教

えるんです。つまり、系統立てて教えるまでにはいきません、当然。色々な教科のものを。

【教育長（岡田）】 その空き時間の先生方が協力してくれるとか、そういうことですか。

【委員（大野）】 そのときは指導員で予算をつけてもらって、お２人来られていたのでよか

ったんですけど、青梅第一中学校のときは教員が空き時間でローテーションを組んで、持ち時

数の少ない先生ぜひやってというので、そういう先生をコーディネーターが割り振りまして、

午前中だけでもということで別室登校をやっていました。これもなかなか持ち時間少ないから

といって先生たち、特に実技教科の先生たちは準備したりなんかで実は大変なので申しわけな

かったんだけど、苦肉の策でやっていました。

例えばそういうところに来ていた子が、無事に卒業して高校に行って、大学に行っていると

いうのも聞いております。ああいうことをやっていなかったらどうなっていたんだろうなとい

う場合もあります。私は自分の体験からいくと、かなり効果があると。近くだから、その学校

が。何かの機会に、すぐ予算化じゃなくても検討していただいてもいいんじゃないかなと思い

ますね。

【教育長（岡田）】 予算も含めて少し、来年度の要求段階を過ぎているので、補正も含めて

ちょっと考えて…。

【委員（大野）】 新町中学校で実際にボランティアでやっていただいているので、その効果

とか、または課題とか、新町中学校の校長先生にまずお聞きしながら検討していくといいかも

しれないですね。

【教育長（岡田）】 そのあたり、室長と主幹の方で、学校の状況を踏まえて参考にしながら、

市内の適応指導教室とも違う形のものを何か検討できれば。不登校の子は１年待てばもう１年

というわけにいかないので、成長しちゃいますので、待ったなしに検討していただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。

ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。
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それでは、教育長報告事項は以上で終了いたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 協議事項 

１ いじめによる重大事態の判断について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。

協議事項１を議題といたします。いじめによる重大事態の判断について、を説明いたします。

本件につきましては、前回協議しました「児童・生徒の死亡事故発生時の対応について」の

継続協議として、表題を変更して提出するものであります。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、協議資料１ですが、本日配付させていただきました

ので、そちらの方をご覧ください。

いじめによる重大事態の判断について（案）でございます。

こちらは、教育長からもございましたように、前回「児童・生徒の死亡事故発生時の対応（案）」

としてご協議いただいた際に、重大な被害が生じた場合や相当期間の欠席を余儀なくされたと

きの重大事態についても加えるようご意見をいただきましたので、改めてご協議いただきたく

存じます。

初めに、１枚目の資料【１】児童・生徒の死亡事故発生時の上段の方からご覧ください。

死亡事故が発生した際には、右側の四角の枠の中にございますように、学校は、事故発生の

第一報の後、既存のアンケート調査等、当該生徒の情報を提出します。その情報をもとに、教

育委員会は臨時教育委員会を開催し、以下の流れでいじめによる重大事態か否かについて判断

をしていただきます。

まず、死亡原因について３つに分けます。「不慮の事故または病気」による場合、「原因が不

明」の場合、「いじめが原因、またはその疑いがある」場合でございます。一番右の「いじめが

原因、またはその疑いがある」場合については、いじめによる重大事態として青梅市教育委員

会いじめ問題対策委員会に諮問し答申を受けます。真ん中の「死亡原因が不明」の場合につき

ましては、いじめが原因である可能性が否定できないため、いじめによる重大事態と捉えて、

青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会に諮問し答申を受けます。一番左の「不慮の事故死、

病死等」の場合について、こちらにつきましても保護者から調査の申し出がありましたら、い

じめによる重大事態と捉えて調査をすることとします。このことにつきましては文部科学省の

「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」にも示されておりますので、このように考

えております。

続きまして、資料を１枚おめくりください。【２】重大な被害が生じたとき、相当期間の欠席

を余儀なくされたとき、またはそれらの疑いがある場合についてでございますが、その場合に

つきましても、先ほどと同様に学校からの情報をもとに臨時教育委員会にてご協議いただき、

判断していただきます。

基本的な流れは先ほどの場合と同様であり、「いじめが原因である」、または「いじめが原因
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の疑いがある」と判断する場合には、重大事態として青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会

に諮問し答申を受けます。また、「いじめが原因ではない」と判断したとしても、児童・生徒本

人や保護者から申立てがあった場合には、同様に重大事態として諮問し答申を受けます。

資料下段の枠の中には、文部科学省の「いじめ防止等のための基本的な方針」の中に示され

ております「重大な被害」と「相当期間の欠席」について載せております。こちらによります

と、「重大な被害」の例として、児童・生徒が自殺を企図した場合、身体に重大な傷害を負った

場合、金品等に重大な被害があった場合、精神性の疾患を発症した場合が挙げられております。

また、「相当期間の欠席」としましては、年間３０日を目安としておりますが、３０日に満た

なくても連続して欠席したような場合には、迅速に着手することが示されております。

説明は以上でございます。

いじめによる重大事態の判断につきまして、よろしくご協議いただき、ご承認賜りますよう

お願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（榎本）】 このチャートというのは、ほぼオリジナルのものなんですか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 このチャート図に関しましてはオリジナルに作成したものでご

ざいますが、それぞれ国の方針、また市の方針等をもとに、その文書を図に示したものでござ

います。

【委員（榎本）】 この【２】の方にあたりますと、「相当期間の欠席」というのは結構いらっ

しゃるのかなと思うんですけれど、その生徒さんに関してはスクリーニングというか、調査を

していく予定なんでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 先ほどの長期欠席の児童・生徒の調査がございますけれども、

あちらで調査の対象になっている児童・生徒につきましては、個票を学校から受け取っており

ます。そちらの個票に長期欠席になったきっかけですとか、時期ですとか、そういったところ

が記されておりますので、そちらの情報からこちらも判断することができます。こちらに関し

ましては、承認いただきましたら各学校の方にも配布しまして、このような形で進めていくと

いうことを周知していきたいと考えております。

【教育長（岡田）】 教育委員会の中では長期欠席児童・生徒の集計の一覧だけなんですけれど

も、事務局では一人一人の氏名、どういう経緯で長期欠席に至ったかというようなものが、そ

れぞれ記載されたものがありますので、そういうものを見て、疑わしいものを抽出できるとい

う理解でよろしいんですかね。

【教育指導担当主幹（拝原）】 今、教育長がおっしゃったとおりでございます。

【委員（手塚）】 一つ教えていただきたいのが、【２】の方で、例えばいじめに遭って学校に

行けなくなっているという状況のときに、保護者の方から教育委員会の方にお願いをすると、

細かな調査をしていただけるということなんでしょうか。たぶんそういう形で行けなくなって
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いるご家庭だと、学校に相談していないということはないと思うんですが。それで、もっとち

ゃんと調べてほしいと思ってどうしたらいいのかというところ。例えば、私の知っている方な

んかですと、やっぱりいじめで学校に行けなくなったときに、教育委員会の方にも相談をして、

自分の通学する学校じゃない学校に行かせていただくというような措置をしていただいたおか

げで学校に復帰できたというような話も聞いたことがあります。どういった場合に、保護者の

方の動きとしてはどういう形になるのかということを教えていただきたいなということ。

それから、【１】でも【２】でも両方なんですが、３年前の事件の調査報告書みたいに、きち

んと調べれば、今子どもさんが学校生活の中でいじめをした経験、された経験、ほぼほぼ８割

９割のお子さんがそういう経験があるという中で、いじめの定義も継続性とか深刻な苦痛とい

うことは文言としては除外されて、精神的苦痛さえあればいじめとして認められるということ

になっているので、たぶんすべてのお子さんが学校の中で何かしらのそういうトラブルの経験

をしているというふうに考えられます。何か事故があったらすぐに調べるというところで、う

まくまとめられないんですが、いじめ問題対策委員会に前回のときに私たちがすぐ動けなかっ

た中に、ここの壁が割と大きいというか大きなことという意識があって、二の足を踏んでしま

ったみたいなところがある。ただ、でもこの調査報告書をいただいた中で、これだけ細かく調

べていただけるんだったら、保護者としては、たぶんこれを読んでいただければ、私も調査し

てほしいという気持ちになるんじゃないかと。

うまく言えないんですけれども、いじめで何かあったときというのは、親御さんもお子さん

もすごく不信感がいっぱいの中でやっていますので、いじめ問題対策委員会に諮問するという

ことがどの程度大きいことだと思っておかなきゃいけないのかというのが、ちょっと私の中で

まだわからないところもあります。本当に困っているから、詳しく知りたいからお願い、とす

ぐに言っていいものなのか。本当に重大事態――命にかかわるようなことがあったから頼める

ものなのか。私の認識がどういうふうにしていいのかわからないところなので、こう考えてい

ますというのがあったら教えていただきたいんですが。

【教育指導担当主幹（拝原）】 先ほど委員おっしゃったように、いじめの定義に従いますと、

法令上のいじめは繰り返しとかなくても本人が嫌だと感じたことはいじめということになって

おります。もちろん２７年の事故に関しましては、亡くなっておりますので、原因がわからな

い、いじめではないんじゃないか、いじめが主な原因ではないんじゃないかということがあっ

たのかと思うんですけれども、今回はそういった場合にもいじめが原因ではないと断定できな

い限りは疑いがあるかもしれないということで、しっかり調査をして、調査した上で判断しま

しょうということになっておりますので、そのような形をわかりやすくさせていただいており

ます。

ただ、委員がご心配されていますように、すべて調査ということになると、期間面、費用面

等ありますのでかなり難しいところもあるかと思うんですが、ただやっぱりこれは法令で定ま

っておりますので、学校、教育委員会としてもこれにのっとって進めていくというふうに考え
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てはございます。

【教育長（岡田）】 補足になるかどうかわかりませんけれども、今も実施しております年に５

回のいじめのアンケートとか、その中でまずいじめの早期発見。そうした中で、そこで出てき

たいじめについては、早期の段階で芽を摘んでいくというか指導等を行って、いじめた側、い

じめられた側の中で解決に向けて取り組んでいく、深刻ないじめにさせないというのが、今ま

での取り組みだと思うんですね。それがそこでとどまらず、外見的にわかる【１】のケースだ

けじゃなくて【２】のケースの場合も、その「重大な被害」あるいは「相当期間の欠席」に対

する目に見えないサインをどう読み取るかというのが、学校の担任の先生や学校全体のものが

あるし、何らかの訴えが学校だけじゃなくて教育相談所等にあった場合には、スクール・ソー

シャル・ワーカーが家庭訪問したりする中で、色々なところから保護者あるいは児童・生徒本

人の気持ちを酌む中で、その背景にいじめが疑われるような場合には、必要に応じてその原因

をつまびらかにしていって、不登校あるいは欠席の背景にいじめがあれば、そこの関係を解決

する。場合によっては転学というか、その子が通える学校へとか、様々な対策を講じていくん

じゃないかなと思うところです。

ですから、ルールはつくったけれども、すべての案件が重大事態として詳細な調査にいける

かとなると、本当に深刻なケースについて調査が必要になるかなと思うんです。今日の新聞紙

上でも、山梨県でしたかどちらかで、長期欠席になったことについての第三者委員会を設置す

るという記事が出ておりました。ですから、「相当期間の欠席」の背景にいじめの疑いがあれば

重大事態として捉える必要性があるし、第三者委員会による調査も必要ではないかなというの

は、やはり個々のケースを詳細に分析した上で、【２】の「重大な被害」あるいは「相当期間の

欠席」の背景を調べた上で対応するんじゃないかなと思うんです。

主幹の方で補足があれば。

【教育指導担当主幹（拝原）】 今回のケースに関しましては、代理人弁護士の方から調査の

委員については代理人弁護士側から選出した委員も加えてほしいといったこともございまし

て、公平な調査をさせていただいております。ただ、青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会

の中には、すでに教育委員会ではない第三者の方も入っていただいている組織でございますの

で、そういった場で判断をしていただいてということもあります。その辺は、学校でも判断す

るんですけれども、それについて教育委員会の方では判断し、さらに第三者も入っていただい

たいじめ問題対策委員会の方でも判断していただいて、より複数の目で見て、子どもたちにと

っていじめ問題解決に向けて取り組んでいきたいと考えてございます。

【教育長（岡田）】 先ほど手塚委員のお話の中で、保護者側からの動きというのは、この資

料ではわからないというところがありました。確かにこれは行政サイド、教育委員会あるいは

学校の立場からのものですので、保護者の側からアクションを起こせるような、こういう場合

にはこういう申立てができますよとか、そういったパンフレットみたいなものがあるといいん

じゃないかというご指摘でしょうか。それは検討するということでよろしいですか。今後、保
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護者向けの、児童・生徒の様子で変化とか困りがあったら、どういうところに気軽に早い段階

で相談してくださいというようなパンフレットをつくったらどうかということですよね。

【委員（手塚）】 はい。

【教育長（岡田）】 それを検討するということでよろしいですかね。

【教育指導担当主幹（拝原）】 そちらにつきましては、保護者の方が困ったときにどこに相

談したらよいかというのは、わかりやすいようにお示ししていきたいなということで検討させ

ていただきます。昨年、いじめ問題対策委員会の方で、保護者の方がいじめについてチェック

する、ご家庭で子どもと一緒にチェックしていただくようなシートも、委員の方からのご意見

をいただいて作成しておりますので、そういったものとあわせて、実際困ったときの相談先等

も明記したものを検討していきたいと思います。

【委員（榎本）】 ２番目の「いじめが原因ではない」「いじめが原因の疑いがある」「いじめ

が原因である」という選択肢があるんですけど、ここの部分を判断するのは学校ということで

よろしいですか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 この図に関しましては、一番上の四角からおりてきたのがも

う学校からの報告というふうに捉えていただいて、それについてまた教育委員会で判断すると

いうことの図になっております。

【委員（手塚）】 これは例えばの話といったらあれなんですけど、ほんとにほんとに子ども

さんを第一に考えたとき、何か大怪我をしたり亡くなったりしましたといったときに、保護者

の方が動いたり判断をしたりするのを待たなきゃいけないというふうになると、事例によって

は、子どもさんのそういったことになった原因、背景というのは表面的には絶対わからないじ

ゃないですか。いじめが原因ではないと言っていても、中学生ぐらいになると後ろでどんなこ

とが起こっているかわからないですし、親御さんが何かあったときに冷静な判断ができる状態

ではないようなときに、子どもさんのことを一番に考えたときには、何か大きなことがあった

ときにはもう第三者の立場に立った人が調査に入ってくれるという状況があるのが一番安心。

何と言ったらいいかわからないんですけど、大人が普段の中で見ているだけの状況で判断をし

て、こうですとなったり、親の要望がないと動けないというのは、後手後手に回ったり、事実

が隠されてしまうんじゃないかという心配をちょっとしています。やっぱり子どもに関するこ

となので、保護者の意思や意見が尊重されるというのは重々そうだろうと思うんですが、状況

においては、ちょっと言葉は悪くなってしまいますけれども、親御さんが冷静な判断ができて

いなかったり、親御さんの方に何かある場合に、その子どもさんへの本当の手助けの手が出せ

ない可能性があるというところ。この中でもう一つ、何かひっかかっているなというところが

あって、何かが足りないと思っているんですけれども、そこが私たちとか第三者の専門家の方

から見て、子どもさんの世界に入っていっていただくというのが…うまく言えないんですけど、

これだとあくまでも学校側と親という視点でしかできないので。

【委員（大野）】 たぶん今手塚委員のおっしゃることに関しては、２段目「いじめが原因で
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はない」「いじめが原因の疑いがある」「いじめが原因である」と３つありますよね。これと上

の「重大な被害」と書いてある段の間に、例えば不登校になってしまうのが心配というか、休

みが始まっちゃったというような子には、その背景に何かいじめがないのかなということで、

親からの申し出も関係なく、学校からの申し出も関係なく調べる（その組織をつくるのは可能

かどうかちょっとおいといて）、心理の専門家みたいな人たちのチームがあって、色々子ども

から話を聞いてみたり、親によっては地元に住んでいるから大事（おおごと）にしたくないな

んてそんな心情もあったりするかもしれないけれども、ともかくそういうものを沢山聞いた上

で、あ、これはいじめが原因ではなさそうだなとか、原因の疑いがあるなとか、これはいじめ

が原因であるなんていうことを判断する、そういうチームが欲しいということなんだろうと思

うんです。

【教育長（岡田）】 要するに、いじめ早期発見にかかわるところですよね。早期発見にかか

わるところの仕組みとして、未然防止も含めてか…

【委員（稲葉）】 早期発見のところで、文部科学省の家庭教育支援チームで訪問型家庭支援

事業というのがあります。和歌山とか大阪府なんかは訪問型なので指導員さんをきちっと指導

して、不登校なり虐待なりというところの家庭に入り込んで、学校あるいは保育園、幼稚園と

も連携を取り合っていく事業があるんです。だからやっぱりその辺のところをうまく使えれば、

そういう機関が訪問型家庭支援の専門家を置いての支援チームができるんじゃないかなと思

います。

それから、この２番目のところで、「いじめが原因ではない」と学校側が判断したにもかか

わらず、本人か保護者からの申し出があったらいじめになるという、ここは私、すごく違和感

を感じているんです。重大な被害があったんですよね。そうすると、いじめが原因ではないと

いうのはもう無しじゃないんですか。まずは、いじめが原因であるかもしれないというところ

から調査を始めないといけないと思うんです。親も気づいていないところがあるんです。子ど

もって本当に親思いなので、親に自分の苦しい心情をなかなか打ち明けられないのが現実なん

ですよ。打ち明けた子は救われるんですけど、打ち明けられない子というのは本当に追い詰め

られていくので、やはりその辺のところをワンクッション、学校でもない、先生でもない人に

打ち明けられるような機関が一つあれば、応援はできるのかなと思っています。

この「いじめが原因ではない」、ここのところがすごい違和感で、なくしてもいいんじゃな

いかなってすごく思っています。「重大な被害」と「相当期間の欠席」があるという事実があ

るんですから。初歩であれ何であれ、まずいじめが原因であるんじゃないか、それじゃどうし

ようかということ。

【教育長（岡田）】 ここは「重大な被害」と「相当期間の欠席」と、２つのことを１つの表

にしているから、「相当期間の欠席」の場合には「いじめが原因ではない」というケースが往々

にしてありますので、これを一緒にしちゃったので違和感が出たのかもしれないですね。「重

大な被害」の場合には、「いじめが原因ではない」というところはあり得ないですね。「原因で
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ある」か「疑いがある」のどちらかで。

【委員（手塚）】 重大事態で対策委員会というすごく大きなところというふうに思ってしま

うのであれなんですけど、稲葉先生もおっしゃるように、親も知らない、子どもは言えないと

か、さっきも申し上げましたようにアンケートの結果でもいじめにかかわっていない子どもと

いうのはほぼほぼいないという現状の中で、何か事件が起きたときにはそういう状況をまず…。

子どもが亡くなったということがあればすぐ、原因がいじめかいじめではないかにかかわら

ず、例えば事故でもその事故になってしまう、大怪我するような事故が起きる要因というのが

あるわけで、フラットな立場で調査に入れるというのがあればいいなというのをずっと思って

いたものですから。ただ、いじめ問題の対策委員会というふうになれば、どこかその手前でい

じめかどうかをやらなきゃいけないというときには、大野先生や稲葉先生に助け船を出してい

ただいたようなことがあればなというふうに思った次第です。

【教育長（岡田）】 議論が色々ある中で、拙速にこの表をつくるよりも、この表については

あらゆる方面からのご意見を踏まえた中で、一つには１の部分の「児童・生徒の死亡事故発生

時」がスタートですけれども、ここの部分はほぼ固まったかなと思うんですけども、２番目の

「重大な被害が生じた疑い、相当期間の欠席を余儀なくされた疑いがあるとき」、この部分を

一つの表にすると少しぼやけるので、「重大な被害」と「相当期間の欠席」とシートを違えた

方がいいかなというところはいかがでしょうか。変えた方がいいということで、より明確化す

るということ。これはあくまで行政側というか、学校がこれを見て判断して教育委員会に上が

ってくるという部分での初期のシートという形で、さらに深度を深めるというか、磨きをかけ

るという形で、再度もう少し検討させてもらうということで。ここですぐということではなく、

今日の議論を踏まえて次回以降、さらにどういうものでマニュアル化、表示するかという形に

したいと思うんですけど。どうでしょうか、主幹の方もここまで頑張ってもらって恐縮ですけ

れども。

【教育指導担当主幹（拝原）】 今回はあくまでもいじめによる重大事態ということでお示し

させていただいておりまして、分けた方がいいというご意見もありましたので、検討させてい

ただくんですけど、例えば【２】の「重大な被害」が生じたときというのは、例えば友達同士

が廊下でたまたま出会い頭にぶつかって骨が折れてしまったと。そこで重大な事故になると思

うんですけども。それは全くいじめが原因ではないというケースだと思うんですね。「相当期

間の欠席」に関しても、いじめでない場合というのはありますので、そういった点で、「いじ

めが原因ではない」と判断するケースを入れてございます。

ただ、学校がそう判断したとしても、例えば学校はたまたまぶつかっただけでいじめじゃな

いですよと言ったとしても、本人が、「あれは実はあいつわざとぶつかってきたんだ。あれは

いじめなんだ」と言えば、やっぱりそういった場合でもいじめと捉えて判断して調査しましょ

うと、そういった図としてつくらせていただいております。

【２】の方が、重大な被害が生じたとき、相当期間の欠席を余儀なくされたとき、またはそ
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れを疑われる場合というのは確かにややこしいところもございますので、検討の余地はあるか

なというふうに考えてございます。

【教育長（岡田）】 ここに幾つか例示すればいいのかな。

いずれにしても、恐縮ですけれど、再度検討を加えた上で、次回協議することでよろしいで

しょうか。何かお気づきの点、こうしたらいいんじゃないかというアイデアがありましたら、

事務局の方へお寄せいただきたいと思います。

【委員（大野）】 さっき１つ目と２つ目の間に入る組織の話をしましたけど、可能かどうか

わからないけど、例えば教育相談所とかＳＳＷとか、こういうことがあった場合にはそういっ

た人たちが入っていく、まず聞き取りをするみたいな。責任も生じますから、ただおまけでや

るような仕事じゃないと思うので、果たして可能かどうかわからないけど。今ある組織で考え

ると、そういう人たちを組織するような形を何か考えると、学校にも子どもにもやさしいと思

うんですよ。つまり大事にならないうちに、でも学校だけではなかなか…学校にも親が言えな

いとか、子どもがちょっと喧嘩しちゃって言えないとか、そういうときに第三者の方が早い段

階のところから入ると、学校も助かるし、子どもも親も助かるだろう。せっかくこういう図を

考えるときですので、それを機会に一つ、その図をつくることに加えて、何かそういう組織づ

くりについて検討していってもいいんじゃないかなと思います。

【委員（稲葉）】 それが家庭教育支援チームで、今度３月末でモデルができ上がってきます。

それにはＳＳＷとかみんな入っての図面になっているので、それを利用するといいのかなと思

っています。たぶん社会教育課に送られてくると思います。

【教育長（岡田）】 こちらのシートと、それから家庭教育支援チームじゃないですけどそれ

に類推したような新しいもう一つの、既存の教育相談所やＳＳＷ、また学校にまいりますスク

ールカウンセラーなどそれぞれを活用した中で、一つではなく複数の流れの中でいじめの未然

防止、早期発見・早期対応ということに向けた仕組みづくりについて、再度検討をお願いした

いと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 平成３０年度（第３６回）青梅市芸術文化奨励賞の交付について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、移りたいと思います。

協議事項２を議題といたします。平成３０年度（第３６回）青梅市芸術文化奨励賞の交付に

ついて、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、平成３０年度（第３６回）青梅市芸術文化奨励賞の交付

につきましてご説明いたします。協議資料２をご覧ください。

初めに、この賞でございますが、芸術文化活動に優秀な成績をあげた市民に、青梅市芸術文

化奨励賞を交付し、本市における芸術文化の振興と豊かな情操の育成に資することを目的とし

て、昭和５８年から実施し、本年で３６回となります。

受賞の対象期間でございますが、平成２９年９月２日から平成３０年９月１日までの１年間



30

に優秀な成績を残された方を対象としております。

また、被表彰者の推薦につきましては、市内の小中学校の校長先生、社会教育委員、青梅市

の文化団体連盟加盟団体の皆さまにご推薦の依頼をさせていただくとともに、市のホームペー

ジや広報おうめにも掲載し、広く周知させていただきました。

本年は、１０月１６日開催の社会教育委員会議１０月定例会におきましてご協議をいただき、

個人７名と１団体を表彰対象として決定いただいたところでございます。

それでは、協議資料２、各表彰候補者の説明をさせていただきます。

平成３０年度の表彰候補者、個人の部は、まず１番、区分は書道、阪田莉音さんでございま

す。該当事由ですが、第６１回ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクール小学生低学年半紙の部

での最高賞であります「文部科学大臣賞」を受賞されたことにより、候補とさせていただきま

した。

次に２番、区分は書道、石川和俊さんでございます。該当事由ですが、第７０回毎日書道展

で最高賞の「毎日賞」を受賞されたことにより、候補とさせていただきました。

次に３番、区分は書道、河口歩幸さんでございます。該当事由ですが、第４１回全国学生書

写書道展公募の部で最高賞であります「文部科学大臣賞」を受賞されたことにより、候補とさ

せていただきました。

次に４番、区分は書道、髙橋華楓さんでございます。該当事由は、第４１回全国学生書写書

道展席書の部で最高賞であります「文部科学大臣賞」を受賞されたことにより、候補とさせて

いただきました。

次に５番、区分は書道、坂野萌寧さんでございます。該当事由は、第４１回全国学生書写書

道展席書の部の最高賞であります「文部科学大臣賞」を受賞されたことにより、候補とさせて

いただきました。

次に６番、区分は書道、伊藤美佳さんでございます。該当事由は、第５４回全日本書初め大

展覧会公募の部で最高賞であります「日本武道館大賞」を受賞されたことにより、候補とさせ

ていただきました。

次に７番、区分は音楽、髙橋花さんでございます。該当事由ですが、予選、本選と進み全国

規模である第３５回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール弦楽器部門中学生の部に出場さ

れたことにより、表彰対象とさせていただきました。

続きまして、２の団体の部でございます。１番、区分は音楽、尾﨑空太・一太さんのペアで

ございますが、第３９回全日本リコーダーコンテストに出場し、「銀賞」を受賞されたことによ

り、表彰候補団体とさせていただきました。

受賞候補者は以上であります。

今後の日程につきましては、本日ご協議いただきました結果につきまして、後日市長の最終

決定をいただき、芸術文化奨励賞を交付することになります。なお、表彰式でございますが、

青梅市芸術文化奨励賞交付規定で、付則で１１月に行うと規定しておりますことから、本年度
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は１１月２７日に表彰式を開催するよう考えております。

よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（大野）】 内容についてではないんですけれども、提案の仕方について、この前に１枚、

要綱があるんじゃないんですか、どういう人が該当するというような。そういう要綱とか、こ

れまでの経過、例えば社会教育委員会で決定をいついただいているとか、そういうものを１枚

つけてもらうと、私たちが協議するときにまた意見を言えるんじゃないか。その判断基準がな

くては何も言えないんですよね。昨年のものを持ってくればきっとあるんでしょうからいいん

でしょうけど、よかったら毎年つけておいてもらうとありがたいかなと思います。

【社会教育課長（塚本）】 大変失礼いたしました。以後、そのような形で対応したいと思いま

す。

一応基準の方といたしましては、書道の部門につきましては全国大会で最高賞をとられた方、

そして音楽部門につきましては全国大会に出たというところで芸術文化奨励賞の対象とさせて

いただいております。

【教育長（岡田）】 ペーパー１枚か２枚であれば、コピーしてきてください。その間に、稲葉

委員、ご意見お願いします。

【委員（稲葉）】 以前、文化奨励賞を私もいただいたんですが、そのときに展示していただい

たんですね。今回書道と音楽なので、ぜひこの書道の作品を展示する、そして音楽の方は２階

のサロンで演奏、よくピアノなんかされているので、していただいて披露していただけると、

また次の励みにもなるんじゃないかなと思います。

以上、意見です。

【社会教育課長（塚本）】 発表会につきましては作品展示、演奏発表等を２年毎に開催してお

ります。本年は市民会館の関係でないんですけれど、新施設ができましたら発表会の方を開催

したいと考えております。

【教育長（岡田）】 発表会は最後にいつ実施したの？

【社会教育課長（塚本）】 一昨年です。

【教育長（岡田）】 今回の受賞作品の展示あるいは音楽関係であればどこかでの発表の場とい

うのは、来年文化交流センターがオープンしたら、そういった場での設定は検討するんですか。

【社会教育課長（塚本）】 教育委員会の方でもご意見をいただきまして、通常３年毎だったと

ころを２年毎という形で実施してきています。本年は本来開催の年ですが、開催できないので、

また来年度以降、２年毎に開催する計画で考えています。

【委員（稲葉）】 ２年に一遍というよりも、その年に発表していただけると、感激もひとしお

だと思うんです。その点は会場の選定とか色々あると思うので無理は言いませんけれど。やっ

ぱり、去年のことを２年たって３年たってからしても、ちょっと感激が薄れるんじゃないかな
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と思っております。意見まで。

【教育部長（渡辺）】 おっしゃるとおり、毎年やった方がいいと思います。また、会場の問題

ですが、先ほどおっしゃったようにピアノの演奏はここの２階でもやっておりますし、書道に

ついての飾りつけも市役所でやってもいいかなという部分もありますので、そういうところは

検討させていただきたいと思います。

【委員（稲葉）】 仰々しくなくていいんです。皆さんに見ていただきたいと。

【教育長（岡田）】 本庁の１階だっていいですしね。特に作品であれば。演奏のものはその人

たちのスケジュールと、やはり発表するためには練習しないでいきなりというわけにいかない。

表彰された作品というのはものの形があるからいつでもできるけれども。そこは臨機応変に、

せっかくの表彰されたものを見ていただく、あるいは聴いていただくという場を、よく検討し

ていただきたいと思います。

ほかにいかがでしょうか。

本件の要綱等については後ほどお目通しいただくということでよろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、平成３０年度（第３６回）青梅市芸術文化

奨励賞の交付について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 青梅市文化交流センター条例施行規則の制定について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項３を議題といたします。青梅市文化交流センター条例施行

規則の制定について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、青梅市文化交流センター条例施行規則の制定についてご

説明させていただきます。資料差し替えとなりご迷惑をおかけしておりますが、本日ご配付さ

せていただいた協議資料３をご覧いただきたいと思います。

まず、「青梅市文化交流センター条例施行規則の制定について」という方をご覧ください。

本施行規則は、青梅市文化交流センター条例の施行について必要な事項を定めることを目的

とするものであります。

条例案の主な内容でありますが、（１）第２条について、配付資料では、多目的ホールやその

他の貸出施設を利用することができるものとして、団体利用のみとすることを定めるものであ

ります。こちらに関しましては、現在、楽器の個人練習や美術作品の個展等の個人申し込みに

対応できるよう、法制担当と調整中であります。

（２）第３条 使用の申請および承認については、センターの予約の申請について定めるも

のであります。中段の表は、申請の方法や期間についてまとめたものであります。表の左側の

１については、１年前から予約できるケースになります。多目的ホールにおける発表会等のイ
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ベントや文化活動室等を展覧会の会場として使用する場合については、使用の１年前の属する

初日から申請できることとしております。ただし、申請開始の初日については、社会教育課窓

口での申請のみとしております。センターの開館後はセンターの窓口のみの受付となります。

２日目以降は予約システムを利用して、利用日の７日前まで随時受付けることといたしており

ます。

その他の申請については、表の右側から３列分、従来の市民センターや釜の淵市民館と同じ

く予約システムを利用し、３カ月前の２０日から月末まで抽選申請を受付け、２カ月前の初日

から７日前まで予約システムにて随時受付けることとしております。

（３）は使用承認書の交付等、ページをおめくりいただきまして（４）使用料の納入につい

ては既存施設と同様になります。

（５）使用料の減免については、多目的ホールの減免については、その他委員会が特に必要

と認めるときのみとし、減免は行わないこととして記載させていただいております。これは旧

市民会館のホールに倣ったつくりになっております。その他の文化活動室等については、市民

センターと同様に、市と障害者団体、青少年健全育成団体が免除、市内の官公署、学校が使用

する場合は２分の１減額としております。

続きまして隣のページ、（６）使用料の還付についてであります。最初のページの表の左側に

ございました、１年前から予約できるケースにつきまして、多目的ホール、活動室ともに、利

用者が利用をキャンセルした場合には、６カ月前までは全額、３カ月前までは２の１相当額、

７日前までは２０パーセントという率で還付をするという規定になってございます。その他の

ケースにつきましては、市民センターなどと同様に、７日前まで全額還付としております。

（８）開館時間についてですが、当センターは区分施設となっておりますので、それぞれの

開館時間を定めるものであります。青梅市民センターは午前８時３０分から午後５時まで。キ

ッズスペースは午前９時から午後５時まで。屋上テラスは午前９時から午後５時まで。その他、

午前８時３０分から午後１０時までとしております。条例本文には、「ただし、委員会が特に必

要と認めるときはこの限りではない」と記載しており、例えば屋上テラスの夜間利用など時間

外の利用については、教育委員会が認めることで利用できるようにしております。

（１０）特別の設備等の申請については、センター内に設置する器具の使用について定めて

おります。具体的な器具につきましては、隣のページにあります別表に定めております。

１のグランドピアノについてはもともと市民会館で使用していたもので、現在市役所の２階

の姉妹都市コーナーに設置しているものです。金額についても当時と同額の４，０００円とし

ております。これは近隣市の施設の金額を調査しても同額に近いものとなっております。２の

グランドピアノについては永山ふれあいセンターに現在設置しているもので、１のグランドピ

アノより少し小さいものとなります。こちらについては現在も無料で貸出を行っていることか

ら、無料といたしました。３のアップライトピアノは釜の淵市民館に現在設置しているもので、

これも同様の理由で無料としております。
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４番と５番の団体用貸しロッカーですが、センターを利用する団体に対し、団体が所有する

備品等の保管を兼ね備えたロッカーを、希望する団体に基本的には１年ごとに貸出すものとな

っております。展示交流スペースという貸出部屋以外の、廊下につながった空間なんですけれ

ど、そちらのスペースに設置する予定です。設置することにより、利用団体の利便性の向上も

さることながら、メールボックス機能によって他団体への情報提供や通知などから、団体同士

のつながりや情報発信ができることを期待するとともに、ロッカーを通じて団体に所属する

様々な方がセンターに足を運んでもらえるような狙いもあります。こちらについては、設置事

例のある府中市から利用状況を伺い、大小２種類の大きさを用意し、それぞれ月額で設定して

おります。

第１２条、１３条につきましては、入場の制限や使用者の義務について定めております。

なお、施行期日については条例施行の日と定めております。

説明は以上でございます。

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 最後の団体用貸しロッカーですけど、個数はどのくらいなんですか。

【社会教育課長（塚本）】 ３０個でスタートをして、あとニーズを勘案していきたいと考えて

おります。

【委員（稲葉）】 増やして設置する場所はあるんですね。

【社会教育課長（塚本）】 まずは地下の方から設置したいと考えております。

【教育長（岡田）】 いっぱいつくって利用がないといけないので、まずつくって、応募が殺到

したら追加で設置していこうという計画でいいですね。

【教育部長（渡辺）】 はい、３０個と決まっているわけではないので。

【教育長（岡田）】 内容自体が技術的なことが多くて、今のこういったロッカーとかそこら辺

は検討の余地を伴うんですけど、あとは技術的な運用上のことですので、ほかにご意見、ご質

問があればお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

【委員（手塚）】 会議室とかそういうところは飲食はＯＫな施設になるんでしょうか。だめな

施設になるんでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 今の構想で、飲食は自由、ただしごみはお持ち帰りというような形

で考えてございます。

【教育長（岡田）】 多目的室も入りますか。

【社会教育課長（塚本）】 多目的室につきましても、飲食は自由と考えています。

【委員（稲葉）】 初歩的な質問なんですけど、青梅市民センター、８時３０分から５時までな

んですけど、青梅市民センターというのは何階に設置するんですか。

【社会教育課長（塚本）】 職員が詰めている事務室は２階のキッズスペースの北側です。
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【委員（稲葉）】 そこが青梅市民センターとなるんですか。そうすると、事務機能だけのセン

ターになるんですか。会議室とかないんですか。

【社会教育課長（塚本）】 会議室等につきましては、貸出施設等を利用していただきます。

【委員（稲葉）】 事務機能だけが、青梅市民センターでそこにあるわけですね。はい、理解し

ました。ありがとうございます。

【教育長（岡田）】 市民センター条例はどうなっているのかな。１１の市民センターの条例の

中では、開館時間というのは８時３０分から５時になっているの？

【社会教育課長（塚本）】 開館時間につきまして、市民センター条例だけ開館時間の規定があ

りません。本庁につきましては、これと同じです。

【教育長（岡田）】 だから、あくまで業務機能としてということですね。

ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市文化交流センター条例施行規則の制

定について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、協議事項３が承認されたことに伴い、議案が１件追加されるとの

ことであります。

つきましては、本日の日程に議案第１３号 青梅市文化交流センター条例施行規則につい

て、を追加したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、本日の日程に議案第１３号を追加いたします。

議案書を配付してください。

〔議案書配付〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 会議の途中ですが、会議時間は午後４時までとなっています。ここで時

間延長としたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって時間延長することに決定いたしました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第５ 議案審議 

議案第１３号 青梅市文化交流センター条例施行規則について 

【教育長（岡田）】 それでは、ただいま議題となりました議案第１３号 青梅市文化交流セン

ター条例施行規則について、説明をいたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、議案第１３号 青梅市文化交流センター条例施行規則に



36

ついてご説明いたします。

先ほど協議事項で青梅市文化交流センター条例施行規則につきましてご協議いただき、ご承

認いただいた件でございます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

それでは、これより採決いたします。

本件を原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第１３号 青梅市文化交流センター条

例施行規則について は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で予定された案件についてはすべて終了いたしました。

その他何かありますか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 １点ご報告いたします。青梅市教育委員会いじめ問題対策委員

会調査部会報告書の公表の日程についてでございます。公表の日は平成３０年１１月１５日

（木）。これに伴いまして、前日に記者会見を行います。１４日（水）午後１時、この教育委員

会会議室を予定してございます。公表の方法につきましては、青梅市教育委員会のホームペー

ジに６カ月間の掲載と教育部指導室での閲覧でございます。指導室での閲覧は、ご遺族の希望

で６カ月経過後もしばらくは可能としたいと考えております。

この公表にあたりましては、１１月１５日号の広報おうめに公表したことを掲載いたします。

また、当時の同学年、現在高校１年生の全保護者には、文書の郵送にてお知らせいたします。

現在在学中の生徒の保護者には、学校からのおたよりでお知らせしたいと考えております。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 ただいまの件につきまして、何かご質問、ご意見等ございますか。

ご遺族のご意向もすり合わせができまして、公表となりました。また記者会見を行いますけ

ど、よろしくお願いいたします。

ほかにいかがでしょうか。

【文化課長（北村）】 東京文化財ウィーク２０１８関連事業としまして、「澤井村全図」特別

公開を開催させていただきますのでご覧ください。こちらにつきましては、１１月４日と１１

日の２日間にわたりまして、青梅市内沢井２丁目にあります東京都指定有形文化財の「福島家

住宅」内で、明治時代に作製されました澤井村の大絵図を展示いたします。

あわせて、こちらの「福島家」につきましては、江戸時代からの名主の家でもありますとと

もに、筏師の取締役もやっており、これらに関係する写真やパネル等の展示も行いたいと思い
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ます。

時間につきましては、それぞれ午前１０時から午後３時までという形になります。

郷土博物館職員の方で、当日、現地の方の監視や説明等を行いたいと思います。

よろしくお願いいたします。

以上です。

【教育長（岡田）】 ほかによろしいでしょうか。

【教育部長（渡辺）】 文化交流センターの関係で、ちょっと今動きがある内容につきましてご

報告申し上げます。

まず、ネーミングライツの関係でございます。今のところまだ決定ではないので、企業名は

申しわけありませんが言えないんですが、１社来ておりまして、決まればいいなと思っている

ところでございます。

それから、先ほどご説明いたしました管理の関係は、１１月１５日広報の中で募集をかけま

す。やっていただける方はおられますか、企業さんおられますかという形で。そちらにつきま

しても、現在そういったことに興味ある方はいらっしゃいます。またそれは募集をかけた内容

の中でということになりますけれども、また正式に決まりましたらご報告申し上げたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 それでは、今後の日程について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 お手元にご配付しました今後の日程につきましてご覧ください。ご

説明申し上げます。

本日、これから中学校長会、校長先生と教育委員さんとの懇談会を予定しております。午後

４時からということですが、５分ほど休憩をとらせていただいて、場所の設定等もございます

ので、場所を設定し次第、もう校長先生はお見えになっているようですので、やらせていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。

１１月６日（火）東京都市町村教育委員会連合会第１ブロックの研修会ということで、午前

１０時から、会場は福生市の防災食育センター、昨年できたばかりの施設を見学するというこ

とになります。

１１月７日（水）中学校駅伝競走大会。時間はお昼の１２時３０分開始でございます。会場

は河辺の青梅市民球技場で実施する予定です。

１１月８日（木）学校訪問、今年度最後になりますが、８時４０分教育委員会集合で９時１

０分からということで、直接ご集合の先生方は９時１０分までに河辺小学校に、そのあと霞台

中学校を訪問予定です。

１１月１６日（金）今月２回目の第９回教育委員会定例会を午後１時３０分からこの場所で

実施の予定です。

以上です。



38

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第６ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了しましたので、閉会といたします。お疲れさまで

した。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後４時０５分 閉会

青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長
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